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7)自己免疫疾患合併妊娠の管理
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The management of pregnant women complicated with autoimmune disease is one

of the most important issues for obstericians. It is well-known that the reproductive

performance is tend to be poor in patients with autoimmune disease, especially in

patients with systemic lupus erylhemalosus. In this context we investigated the

outcome of pregnacy in patients with autoimmune disease, mainly in patients with

SLE. Out of 29 pregnant wonen with SLE allowed to continue their pregnancy,

in 6 cases pregnancy had resulted in stillbirth, and in 2 it had resulted in early

spontaneous abortion, thus in 21.696 of them the pregnancy had resulted in fetal

miscarriage. In prenatal course, 28,896 of patients with SLE had showed deterioration

of the disease, and 9.695 of them had showed after the termination of their pregnancy.

Out of 27 babies delivered by mother with SLE, only 12 babies (44.4%) were born as

appropriate-for-date-baby, and 7 babies (26.0%) were dead either before or after
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妊 娠 背 自 己 免 疫 疾 患 , 不 暫 症 .

自 己 免 疫 疾 患 は そ の 多 く が 若 年 身 性 に 好 発 す る 憤 ㌢雛 こ

あ り 予 感 饗 な 妊 娠 合 併 症 と し て 機 々 の 検 討 が な さ れ て き

て い る . と く に 畠 己 免 疫 疾 患 合 併 妊 娠 に お い て デ e L a 1

w a s も 絶 好 e の 頻 度 が 商 い こ と は 周 知 の 事 窯 で あ り , そ の

管 理 の 重 要 性 は 従 来 よ り 指 摘 さ れ て い る と こ ろ で あ る .

本 発 表 に お い て は 当 教 室 に お け る 自 己 免 疫 疾 患 と く に S 書 ｡F J

合 併 妊 娠 に 関 す る 統 計 を 示 し そ の 管 理 に つ き 検 討 を 加 え

る こ と と す る . 一 方 近 年 , 反 復 性 の 洗 曲 死 慮 い わ ゆ る 不

育 症 の 患 者 の 率 の 自 己 抗 体 陽 性 を 示 す 症 例 が 存 在 す る こ

と が 注 目 を 集 め て い る が , こ れ をこ つ い て 転 簡 単 に 述 べ る

こ と と ず る .

1 . 自 己 免 疫 疾 患 合 僧 妊 娠 に つ い て

寮 m こ 当 科 で の 昭 和 5 皇 軍 か ら 昭 和 醐 年 の 呈 0 隼 問 に お け

る 立 な 自 己 免 疫 疾 患 合 併 妊 娠 の 症 例 数 お よ び 妊 娠 数 を 示

し た か S L E 合 併 妊 娠 例 は 且洩症 例 且8妊 娠 で あ り予 こ の 間

の 当 科 に お け る 総 分 娩 数 6望舶 例 に 対 し約 0.3% で あ っ た .

ま た 弧 だ 以 外 で は u ウ -招 -性 関 節 東 学 大 動 脈 炎 症 候 群 ,

塵 症 筋 無 力 症 , 王TP 食 酢 妊 娠 が 多 い 櫨 肉 を 示 した ,

2. ゞ1.Il二 台 楢 妊 娠 に つ い て

蓑 i!∴ 昭 和 1両 '∴ i常 雄 :(;0:ト ト ー:Ll'､l叫 -J刊 ∴ ｢∴ 十 手:I

Sh琵 合 併 妊 娠 郡 結 殿 を 示 し た 牛 総 計 38症 例 , 52妊 娠

巨 -部 新 潟 市 民 病 院 の 症 例 を 食 む ) で あ り, 人 工 妊 娠 中

絶 を 施 行 した も 昭 が 望3例 と 半 数 近 く を 占 め て い る が 主 に

母 体 適 応 をこよ る 転 の で あ る V 妊 娠 を 継 続 し た 症 例 29例 車

り両 者 で 増分 の 息を 占 め て お り, 猟 汲I waSも挽酢 の 高 さ

を 示 して い る ･ 豪 語 に 妊 娠 中 の Su 13 の 状 態 の 変 化 を 示

した が 予 悪 化 した 例 が 15例 で あ り残 りは 不 変 で あ っ た 叶

銘 板 終 了 後 の 弧 E の 状 態 の 変 化 を 意 射 こ示 Lた が , 5

例 で 悪 化 を み , 7例 で 軽 快 した , ま た 死 亡 確 認 例 が -4例

認 め だ)れ た ･ 東 5 に は 分 娩 に 至 っ た 症 例 の 児 の 状 態 を 示

L た が , 死 産 も 含 め 周 産 期 死 亡 に 終 わ っ た も の が 7 例

(嘉 淵 % ) で あ り, 未 熟 児 ま た は S野Yj 児 が 8例 (29ヶ転

r t-し.l l r l･t1 日 t I■tlt :l l ＼＼ r:l J l :l g t､.
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1川

:し 不番症症例における自己抗体LT)検討

束(;.--､里11トラ十斗仁一巨､r~骨甘ぎF.∵･ト十Li十十

における統轄抗体暢性率について示した4この表をこ∴寮諦祭

る原発性習慣性流産とは初期流産のみを反復Lでいる症

例を意味し予続発性習慣性流産とは反復流産卵前にp流産

最終の既往妊娠歴のあるものを意味している▲これだJ)の

用語は確立されたものではないが健宜的に"用いることと

するA斬帝症症例窮望例中抗核抗体陽性例はu例 日7.7%)

である酌 とくに続発性習慣性流産患者において3割強

に観察されている.抗榛抗酬凝性の息も例の -驚泰を養7

熊野喜3陽性書抗核抗体陽性を指摘されSL既を発症Lた症

例であるdまた亨症例汐には刊技の静脈血栓症が観察さ

を合併しておを'来い蒙っゆる琵Ⅴ汲mS症候群の症例である≠

考 案

近摩り自己免疫疾患の管理の向上をこよ㌣挿覇夜鷹/合併妊

鉦再刊/L叫里日日 'ト十 _二言､申r_iL<i詳 十両鳥∴1管

理は登饗であるとされているが,当科をこおをするここ豆が夢二

汚毒鍼こおける頻度は総分娩数に対し約Ot3%であ-〟〉プこ こ

れることはよく知ら)れているが,奪回Uう換㌻削こおいて私

SLJE合併妊娠で妊娠継続を許ME蓮fLた29症曹継室凋分mi

揖kに.おいて死慶ないLは流慶が観察きれており糖に死

産が高率であったサまた母体に-3いては妊娠中内弼性ス

テロイドの増加により軽快するという指摘もあるが,今

恒量の検討では懸化した症例が語呂や8%に観察きれた.また,

分娩後の死LL確認例がi瑠例あるがやこれに㌦弟､てはずで

接な関連性を覇していることが指摘されている.このよ

うなS畳減 食併患者Uう妊娠許可の最終が問題となるが号

橋本損£以下のような食性を示している6㌧ すなわち

及位妊娠の摘か月間病状が安定しているという予測がで

きること,すなわらステFjイド維持量 (iE3且Om鍔最

下うで長期 (少なくとも6か月以上,できれば且8か月以

上き寛解状態にあること2,原疾患による盛鞠な臓器病

変がないこと3･ステロイドによる登簡な創作j糾う既往

のないこと逢r免疫抑制剤の併用のなし､こと5す妊娠呼

量豊浅慮の経過をこ伴うリスクをよく理解していること†鍔)5

点を嘉している･われわれも旨ねこのような条件にもと
ずき管理を行っている｡
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このような轟性の寝己免疫疾患 を樽にSh濫)をこ対し,

rlh1.骨症Ii･'1.一県Lyl(l･itH･iIl言満,㍗.十㌦ 寸111し11.二:-:し'l血

清中に職己抗体が観察される症例が不育症において高率

に存在することが近年報告されている7㌧当科不蘭外来

での検討においても転望鰍丸 鼻息例 日7.7%)をこ抗核抗体

が観察されており,糖に既往に正常分娩&畢鹿骨死産な

どm禽護れるいわゆる続発性の習慣性流産患者により高

率に観察きれる傾向が認められた.

これ転職症例の㌻糾こ【は,梅毒反応について生物学的偽

陽性 を拐FP)を示す例や血栓症が観察される例がありル--

ブス型循環抗凝血素 Hupusa痛co汲gul汲nも)が洗車死



肉細 雛キ併症をもつ妊婦が)取扱い

産 翻 畷吏銅 と し て 強宅推察される症例と考えられる,この

よ う な 症 例 に つ いてはその免疫的背景につき篠崎の検索

を 行 う と と 鮎 をこ , ステロノでド療がさ,アスピリン療法など

を 試 み て い る と こ ろ である｡

お わ U に

今 回 の 発 表 で は抱 起 免 疫疾患合併妊娠の管理というテ-

て を 与 え ら れ や 自 己 免 疫 疾患樽に 弧 泥合併妊娠につき

検 討 を 行 っ た 8 こ れ に 加 え て生殖現象と免疫という観薫

か ら 最 近 注 目 を 集 め て い る 不育症と自己免疫状態につい

て 若 干 の 検 討 を 汚 い 報 告 し 紅
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司 会 内 科 的 禽 併 症 を も つ 捌 沼 の 搬 扱いということでこういうシンポジ机 也を企画したわけですが9番演

者 S{こ お か れ て は , 私 の 斯 祷 し て い た 払 虹に立派にそれぞれの分野の仕事をまとめてくださいまして大変うれ

し く 思 う わ け で ご ざ い ま す 中 た だ 残 念 な の は練合諾;i論をLようと思っていた時間を袈つてしま-3たことです

が 撃 私 屯 い ろ い ろ 質 問 し た い 点 が あ る の で すがタ剰 …頚のお話を承って争これは我新潟大学の 且つのレベルを

示 し た 太 変 露 憂 な シ ン ポ ジ ウ ム で は な い か と 感 じたわけでありますも緋 晶が辛鄭 こできませんで した紺れど

も 争 何 ら か の 形 で 脅 門 の こ の シ ン ポ ジ ウ ム を pub豆i油 して予畷時点での我太宰のレベルを示す非常をこ磯 豪

な 露だ線 と し て 残 し て お き た い と 思 い ま す 申 ま た や近い将来にもう少 し時間をたL-7ぶ りと-ブてこ机 ､うシンポ

ジ ウ ム を 屯 う 且庶 路 ち た い と 思 い ま し た 甲 そ の 時にはまた今沼の演者の各党塗に心よくお引き受けいただい

て サ 十 鄭 こ 討 論 し た も､と 思 い ま す の で , ど う ぞ よ ろしくお願いしたいと恩も､まれ それではこれを鮎ちまし

て 今 日 の シ ン ポ ジ ウ ム を 終 り た い と 思 い ま す 廿




